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FM556から届けるクリスマス

クリスマスソングと共に振り返る、それぞれの思い出



FM556 バックミュージック、リクエスト曲メドレー

選べる参加の⽅法

・⾒るだけ
・講座に参加
・企画を提案 など…

主役になる

好きを共有

初めてのAさんに参加してほしい、
多くのAさんに参加していただき
たいという意⾒がPちゃんの間で
出ていました。
そこで、カメラオフ、マイクオフ
での参加や⼊退場いつでも⾃由の
参加の⽅法を取り⼊れ、気軽に参
加できるようにしました。
また、いつでも⼊退場がしやすい
ように事前にタイムスケジュール
を公開しました。

・早⼝⾔葉ビッグイベント
Aさんが毎週練習していることを披
露し、魅⼒を伝えました。
早⼝⾔葉講座の⽅が主役となり、輝
ける場を⽬指しました。

・クリスマス・リクエスト曲メドレー
事前にAさんとPちゃんからリクエストされ
た曲を流しました。
リクエストをしてくださった⽅から思い出
や好きな理由、歌詞を話してもらい、皆で
共有しました。
個別性を意識し、個性が光る場作りをしま
した。

ワンダフル⼤学院が始まる前から
徐々にクリスマスを味わえるよう
に、クリスマスソングを募集した
り、クリスマスカラーの服を⽤意
していただきました。
当⽇、Aさんが帽⼦を被ったり、
⾚⿐を付けたり、装飾を飾ってく
ださり、とても盛り上がることが
できました。
早⼝⾔葉講座の皆さんはビッグイ
ベントに向けてたくさん練習され
てきました。

ラジオFM556から届けるクリスマス
〜早⼝⾔葉ビッグイベント〜

意図

PARTICIPATION PREPATION

準備から楽しむ
・クリスマスソングを募集
・クリスマスカラーの服
・早⼝⾔葉の練習 など…
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みんなで過ごす、ハッピー・クリスマス
今回のワンダフル⼤学院のテーマは、「FM556から届けるクリスマス」。なんとT556がラジオのスタジオ
になっちゃいました！ワンダフル⼤学院流のクリスマスの過ごし⽅、その様⼦をご紹介します。

How was contents?

１.10秒⾃⼰紹介
まずは恒例の10秒⾃⼰紹介から始まりました。今回
は「クリスマスと⾔えば！」というお題でした。
ケーキ！ワイン！など⾷べ物の話から、家族で過ご
すのが楽しいという意⾒も出ておしゃべりに花が咲
きました。
みんなで「いいね！」のポーズも盛り上がりまし
た。
みんなのクリスマスらしいカラーのお洋服もとって
も華やかで素敵でした。仮装や⼩物を⽤意して盛り
上げてくださるAさんもいらっしゃいました！

２.早⼝⾔葉講座
以前から予告があったように、今回の早⼝講座はスペ
シャル回！講座担当のAさんたちが⽇頃の練習の成果
を⾒せてくださいました。オンラインでしたが緊張し
た雰囲気が漂う中…スラスラと早⼝⾔葉を⾔うAさん
にみんな拍⼿喝采！「おお〜!」「いいね！」という
声が⾶びかいます。
最後はみんなで⼀緒に早⼝⾔葉を⾳読して脳の活性化
もばっちりです！

3.クリスマス・リクエスト曲
メドレー

最後のプログラムは事前にリクエストを頂いていたクリスマス
ソングをFM556の“DJ ”Pちゃんたちが届けてくれました。⾃分
のリクエストした曲が流れると、⽿を澄ませてうっとりした
り、ノリノリで体を動かしたり、思い出の曲にちょっぴりウ
ルっとしたり…様々な表情を⾒せてくれたAさんでした。
さらに、サックスを演奏してくださったAさんもいらっしゃっ
て、⼤盛り上がり！最後はAさんもPちゃんも曲に合わせて⽴ち
上がってダンス！オンラインを乗り越えてみんなでクリスマス
を楽しめた時間でした。



全員満⾜！ 遠⾜に続き⾼評価となったクリスマス。

思い出。
最も⼈気であった、クリスマスソングメドレーのコンテンツ。
昔から⼈気の有名曲から話題曲まで。曲を聞くだけで、家族
と過ごすクリスマス、恋⼈と過ごすクリスマス、または友⼈
と。 曲から⾊んなクリスマスを味わえる為、⼈気となった。

また、課題としていた、Aさんの主体性の引き出し⽅。
事前からリクエストした曲が流れ、最も対話数が増えたコン
テンツとなった。

だが、貢献度は減少、、？
「ワンダフルにどれほど貢献したか？」という質問の平均は、
10⽉ お⽉⾒ ＝ 8.14
11⽉ 遠⾜ ＝ 7.77
12⽉ クリスマス ＝ 7.41

Aさんの早⼝⾔葉など、披露する場は増えた。しかし、課題であり続ける
「Aさんも作り⼿」。楽しさPちゃんから発信出来ている。だが、⽣きがい
創造の意味として、参加している意味が更に増えるよう、更なる主体性を
引き出せるのではないか。

1⽉のワンダフルでは、期待である。

オンラインに移⾏し、約⼀年間。AさんからはZOOMのみはどうか？とい
う声が上がるほどとどまることを知らないワンダフル⼤学院⽣たち。

これからも、挑戦多き⼤学院でありますように。

1⽉ ワンダフル⼤学院は？

「オンライン新年会」
AさんもPちゃんも披露したり、
もちろん、聞くだけの参加も⼤歓迎です！！
素敵な年明けにしましょう！

感想


